
 
 
 
 
 

    

の ◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

今
年
の
境
内
の
花
の
見
ど
こ 

こ
ろ
は
、
桜
の
花
を
筆
頭
（
ひ
っ
と
う
）
に
例
年
よ
り 

早
く
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 
境
内
の
い
た
る
と
こ 

ろ
に
植
え
込
ま
れ
て
い
る
躑
躅
（
つ
つ
じ
）
も
、
白
や 

濃
（
こ
）
い
紅
（
く
れ
な
い
）
薄
（
う
す
）
い
紅
な
ど 

色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 
藤
も
、
御
神 

殿
（
ご
し
ん
で
ん
）
東
側
は
、
鮮
や
か
な
紫
（
む
ら
さ 

き
）、
さ
ら
に
、
鳥
居
参
道
（
と
り
い
さ
ん
ど
う
）
の

西 

側
は
、
白
と
薄
紫
（
う
す
む
ら
さ
き
）
と
満
開
で
す
。  

◇
宮
司
プ
レ
ス
も
、
境
内
の
折
節
（
お
り
ふ
し
、
季
節 

の
こ
と
で
す
）
の
移
ろ
い
に
あ
や
か
り
、
ス
ピ
ー
ド
ア 

ッ
プ
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
前
号
よ
り
、
十 

一
日
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
で
の
発
行
、
通
算
百
三
十
四
号 

の
発
行
の
歴
史
と
い
っ
た
ら
大
袈
裟
（
お
お
げ
さ
）
で 

す
が
、
歴
代
四
番
目
の
ス
ピ
ー
ド
で
す
。 

ち
な
み
に
、 

三
日
と
い
う
の
が
史
上
最
速
（
し
じ
ょ
う
さ
い
そ
く
） 

の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
で
す
。 

一
月
（
ひ
と
つ
き
）
お
休 

み
、
休
刊
と
い
う
の
が
七
回
あ
り
ま
し
て
、
月
二
回
発 

行
と
い
う
快
挙
を
三
回
も
成
し
遂
（
と
）
げ
て
い
る
に 

も
か
か
わ
ら
ず
、
累
積
（
る
い
せ
き
）
の
阻
止
（
そ
し
） 

に
至
ら
ず
、
現
在
十
ヶ
月
遅
れ
で
す
。 

平
成
二
十
六 

年
の
五
ヶ
月
連
続
休
刊
と
い
う
の
が
、
そ
の
累
積
の
大 

き
な
要
因
（
よ
う
い
ん
）
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

     
 さ

ら
に
、
平
成
十
八
年
六
月
の
第
一
号
発
行
か
ら
毎
月 

発
行
を
継
続
し
、
そ
の
連
続
発
行
が
途
切
れ
た
の
も
、 

平
成
二
十
六
年
で
す
。 

ま
さ
し
く
、
宮
司
プ
レ
ス
発 

行
の
歴
史
の
中
で
、
明
ら
か
に
、
鬼
門
（
き
も
ん
）、

悪 

夢
（
あ
く
む
）
の
年
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

し
か
し 

な
が
ら
、
翌
年
の
平
成
二
十
七
年
は
、
「
毎
月
発
行
」

と 

い
う
軌
道
修
正
が
で
き
た
の
で
す
が
、
平
成
二
十
八
年
、 

二
十
九
年
と
継
続
で
き
ず
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。  

今
年
こ
そ
は
、「
毎
月
発
行
」
を
三
年
ぶ
り
に
達
成
し
、 

欲
を
申
せ
ば
、
月
二
回
発
行
の
快
挙
を
増
や
し
、
月
三 

回
発
行
の
奇
跡
（
き
せ
き
）
を
起
し
、
遅
れ
の
累
積
を 

減
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

宮
司
プ
レ
ス
発
行 

の
歴
史
を
語
り
な
が
ら
、
紙
面
（
し
め
ん
）
を
埋
（
う
） 

め
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
宮
司 

プ
レ
ス
第
百
三
十
四
号
の
発
行
で
す
。 

◇
さ
て
、
今
日
は
、
塩
浜
町
に
鎮
座
す
る
塩
釜
神
社
の 

例
祭
で
す
。 

塩
浜
町
の
四
つ
の
自
治
会
が
、
輪
番
で 

祭
典
の
準
備
等
の
お
世
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
今
年 

は
、
塩
浜
町
一
丁
目
一
区
の
自
治
会
の
当
番
で
す
。 

宮
司
プ
レ
ス
三
十
六
号
に
、「
塩
浜
町
は
、
江
戸
時
代 

の
中
期
に
塩
田
開
発
が
行
わ
れ
、
幕
末
ま
で
製
塩
、 

塩
が
精
製
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

塩
作
り
の
守
護
神 

と
し
て
塩
釜
さ
ん
を
勧
請
（
か
ん
じ
ょ
う
）
さ
れ
た 

の
で
す
。」
と
記
載
し
た
の
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、

後 

日
、
こ
れ
は
、
誤
記
（
ご
き
）、
誤
っ
た
記
述
（
き

じ 

ゅ
つ
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
（
は
ん
め
い
）
し
た
の 

で
し
た
。 

宮
司
プ
レ
ス
、
さ
ら
に
社
報
「
産
土
」 

の
拙
（
つ
た
な
）
い
私
の
執
筆
活
動
に
、
少
な
か
ら 

ず
御
期
待
を
さ
れ
、
御
支
援
さ
れ
て
い
た
方
が
、
お 

名
前
も
お
告
げ
に
な
ら
ず
、
そ
の
誤
り
を
、
御
丁
重 

（
ご
て
い
ち
ょ
う
）
な
る
お
手
紙
で
、
御
指
摘
く
だ 

さ
っ
た
の
で
す
。 

「
一
氏
子
」
よ
り
と
認
（
し
た 

た
）
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

明
治
四
十
二
年
四
月 

二
十
日
に
発
行
さ
れ
た
「
彦
嶌
（
ひ
こ
し
ま
）
土
産
」 

よ
り
抜
粋
（
ば
っ
す
い
）
さ
れ
た
も
の
を
御
教
示
（
ご 

き
ょ
う
じ
）
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。 

小
林
一
茶
（
こ 

ば
や
し 

い
っ
さ
）
の
俳
句
に
、 

「
う
た
た
ね
に 

叱
り
て
の
な
き 

寒
さ
か
な
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
あ
り
ま
す
。 

「
そ
ん
な
と 

こ
ろ
で
寝
て
い
た
ら
風
邪
ひ
く
よ
」
と
、
声
を
か
け
て 

く
れ
る
、
気
遣
（
き
づ
か
）
っ
て
く
れ
る
、
家
族
の
い 

な
い
寂
し
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。 

ぬ
く
も
り
の
あ
る 

お
気
遣
（
き
づ
か
）
い
、
お
諌
（
い
さ
）
め
に
感
謝
し 

な
が
ら
、
わ
が
身
の
未
熟
（
み
じ
ゅ
く
）
さ
に
、
恥
じ 

入
る
ば
か
り
で
す
。 

御
指
摘
さ
れ
て
か
ら
後
の
塩
釜 

祭
の
祝
詞
（
の
り
と
）
は
、
過
失
訂
正
（
か
し
つ
て
い 

せ
い
）
を
さ
せ
て
頂
き
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
こ 

の
こ
と
を
、
一
度
は
明
文
化
（
め
い
ぶ
ん
か
）
し
な
け 

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
正
し
い
塩
浜
町
の
塩 
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田
の
歴
史
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
◇
江
戸
時
代
中
期
（
一
、
七
六
八
年
頃
）
に
塩
田
が
開 

か
れ
、
製
塩
業
が
推
（
お
）
し
進
（
す
す
）
め
ら
れ
た 

の
で
す
が
、
明
治
四
十
四
年
の
国
の
政
策
で
あ
る
「
第 

一
次
製
塩
業
整
理
」
に
よ
り
廃
業
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

お
よ
そ
、
百
四
十
年
の
歴
史
が
あ
る
わ
け
で
す
。 

最 

盛
期
（
さ
い
せ
い
き
）
は
、「
高
田
式
大
釜
」
を
据
（
す
） 

え
て
、
一
釜
あ
た
り
二
百
斤
（
に
ひ
ゃ
く
き
ん
、
約
十 

二
キ
ロ
）
の
塩
を
産
出
、
一
昼
夜
（
い
っ
ち
ゅ
う
や
） 

に
十
基
の
大
釜
を
据
え
て
製
塩
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

一
釜
あ
た
り
に
、
二
十
三
振
（
に
じ
ゅ
う
さ
ん
ふ
り
、 

三
百
六
十
八
貫
、
約
一
、
三
八
ト
ン
）
の
石
炭
が
、
必 

要
で
し
た
。 

製
塩
業
に
従
事
す
る
労
働
者
を
浜
子 

（
は
ま
こ
）
と
呼
ん
だ
そ
う
で
す
が
、
広
島
の
人
が
多 

か
っ
た
そ
う
で
、
釜
焚
（
か
ま
た
）
き
を
含
め
て
十
人
、 

夏
季
は
四
人
増
や
し
て
十
四
人
で
作
業
し
て
い
た
よ 

う
で
す
。 

そ
の
塩
田
、
製
塩
業
の
守
護
神
（
し
ゅ
ご 

し
ん
）
と
し
て
、
塩
釜
神
社
が
勧
請
（
か
ん
じ
ょ
う
） 

さ
れ
、
現
在
は
、
塩
浜
町
民
館
の
敷
地
に
お
遷
（
う
つ
） 

し
、
お
祀
（
ま
つ
）
り
さ
れ
て
い
ま
す
。 

宮
司
プ
レ 

ス
百
三
十
二
号
、
先
々
月
号
に
、
「
民
族
滅
亡
の
三
つ

の 

原
則
」
を
記
述
し
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ
に
、「
歴
史

を 

忘
れ
た
民
族
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
塩
浜 

の
製
塩
業
の
歴
史
を
忘
れ
ず
、
後
世
（
こ
う
せ
い
）
に 

伝
え
て
ゆ
く
こ
と
も
大
切
な
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。 

◇
「
米
塩
の
資
（
べ
い
え
ん
の
し
）」、
こ
れ
は
、
何
の 

こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

じ
つ
は
、
生
活
費
、
生
計
費
の 

こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

私
共
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
の 

が
、
お
米
と
お
塩
な
の
で
す
。 

家
庭
料
理
に
も
欠
か 

せ
な
い
の
も
「
塩
」
で
あ
り
ま
す
。 

正
岡
子
規
（
ま 

さ
お
か 

し
き
）
さ
ん
は
、
「
病
床
六
尺
（
び
ょ
う
し

ょ 

う
ろ
く
し
ゃ
く
）」
で
、「
先
づ
食
事
に
一
家
の
者
が
集 

ま
る
。 

食
事
を
し
な
が
ら
雑
談
す
る
。 

食
事
を
終 

へ
る
。 

ま
た
雑
談
す
る
。 

こ
れ
だ
け
の
事
が
で
き 

れ
ば
家
庭
は
何
時
（
い
つ
）
で
も
平
和
に
、
何
処
（
ど 

こ
）
ま
で
も
愉
快
（
ゆ
か
い
）
で
あ
る
の
で
あ
る
」
と 

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

三
十
五
年
の
短
い
生
涯
を
終 

え
ら
れ
る
二
ヶ
月
前
の
文
章
で
す
。 

現
代
の
家
庭
を 

顧
み
ま
す
と
、
孤
食
（
こ
し
ょ
く
、
一
人
で
食
事
を
す 

る
）、
個
食
（
こ
し
ょ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
も
の
を

食 
べ
る
）
、
子
食
（
こ
し
ょ
く
、
子
ど
も
だ
け
の
食
事
）

な 

ど
、
食
育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。 

五
月
は
、 

連
休
や
母
の
日
も
あ
り
ま
す
し
、
家
族
で
の
食
事
の
ひ 

と
と
き
を
大
切
に
す
ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

正
岡
子 

規
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
何
時
ま
で
も
平
和
に
、
何 

処
ま
で
も
愉
快
な
御
家
庭
、
日
常
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

◇
四
月
の
祭
典
行
事
報
告
、
予
定
事
項 

▼
月
次
祭 

＊
四
月
一
日
、
十
五
日 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
四
月
一
日 

▼
六
連
島
荒
神
社
例
祭 

＊
四
月
九
日 

▼
竹
の
子
島
金
刀
比
羅
宮
例
祭 

＊
四
月
八
日 

▼
舟
島
祭 

※
舟
島
神
社
例
祭
、
佐
々
木
小
次
郎
剣
客
祭 

 

雨
天
並
び
に
海
の
荒
天
の
た
め
、
彦
島
八
幡
宮
に
て
斎
行 

四
月
十
四
日 
 

▼
海
上
安
全
大
漁
祈
願
祭
（
南
風
泊
） 

＊
四
月
二
十
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
四
月
二
十
一
日 

▼
彦
島
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭 

＊
四
月
二
十
二
日 

▼
昭
和
祭 

＊
四
月
二
十
九
日 

◇
四
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
総
会 

＊
四
月
四
日 

 
 

◇
彦
島
八
幡
宮
リ
ー
グ
（
成
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

リ
ー
グ
戦
開
幕
戦 

＊
四
月
八
日 

◇
と
こ
わ
か
奉
納
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
舟
島
杯 

 

＊
四
月
二
十
二
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
山
口
県
敬
神
婦
人
連
合
会
役
員
会 

 
 
 
 

＊
四
月
五
日 

 
 

◇
山
口
県
青
年
神
職
会
明
治
維
新
百
五
十
年
祭 

 
 
 

＊
四
月
六
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
総
代
会
研
修
会 

＊
四
月
十
日 

 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
夜
間
例
会 

＊
四
月
十
一
日
（
当
宮
に
て
花
見
） 

 
 

◇
例
会 

＊
四
月
二
十
五
日 

▼
そ
の
他 

 

◇
下
関
木
鶏
ク
ラ
ブ
例
会 

＊
四
月
一
日 

◇
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
四
月
十
八
日 

◇
人
権
擁
護
委
員
会
研
修
会 

＊
四
月
二
十
六
日 

◇
迫
町
自
治
会
組
合
長
会
議 

＊
四
月
二
十
八
日 


